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松山スマートシティプロジェクト

松山市撮影空中写真（2015）を用いて作成

重点地区、主なデータ取得エリア
＝次世代都市サービス実装の対象想定区域

CityScope＊キャプチャ画像を用いて作成

データ活用により最適化された

次世代都市サービスを実

装・提供する。

取得したデータを集約。現況再現及び

シミュレーションによる将来予測を行い

、計画策定・合意形成を行う。

＊CityScope：日立製作所のCyber-PoC for Citiesを活用したデータ可視化ツール

サイバー空間

フィジカル空間

都市空間及びその利用状況に

関するデータを取得する。

JR松山駅

主要駅・電停

主要都市機能施設
古町駅

［銀天街商店街］

松山市駅

道後温泉駅

大手町駅

［大手町通り］

上一万電停

城山公園
大街道電停

﹇大
街
道
商
店
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都市空間の充実化と次世代都市サービスの導入により、笑顔あふれる歩いて暮らせるまちの実現を目指す。その

ため、都市データを活用したアーバンデザインの方法論 『データ駆動型都市プランニング』 を確立し、地方都市

で既成市街地を更新する先行モデルとして取組を行う。
※ 2019年度から 国土交通省スマートシティモデ
ルプロジェクトとして事業実施
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UDCM
松山アーバンデザインセンター

公
公民学連携組織

学民

ITサービス事業者（予定）

四国旅客鉄道

都市整備事業の計画検討
次世代都市サービスの導入検討
データ分析・管理

松山市

実験・調査企画
防災サービスの導入検討

データ・技術提供
調査実務

行政データ提供
都市整備事業の計画検討

愛媛大学
防災情報研究センター

復建調査設計

伊予鉄グループ
【オブザーバー参加】
 日立東大ラボ
 東京大学大学院工学系研究科
社会基盤学専攻 教授 羽藤英二
 日産自動車株式会社

次世代都市サービスの導入検討

■松山スマートシティ推進コンソーシアム



サイバー空間上での人や車両の移動活動の再現 3
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スマートシティの背景

松山市都市整備部より



松山スマートシティプロジェクト（導入技術）
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シミュレーションによるモビリティ等の施策評価
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アクティビティSim
1日の活動・移動パターン・スケジュール

（活動目的・目的地・活動時間・交通手段）

経路選択・ミクロ交通Sim

車両
車線経路・

加減速

公共交通
鉄道・バス・MS

乗継経路

歩行者
2D/3D経路・

速度

自転車
経路

MS
利用経路

活動場所の魅力度

訪問頻度・滞在時間

活動の連鎖

交通サービス水準

アクセシビリティ

トリップ 交通状況
(混雑・所要時間等)

City Sim

MS導入影響・効果KPI

道路混雑度交通手段別利用者数

イベント効果KPI

空間内流動人数・滞留時間

次世代モビリティサービス(MS)

City Ride都市サービス

公共空間利活用
プログラムなど

City Probe

-PP調査
-ETC2.0
-スマホ位置情報
-車両運行履歴
-LiDAR歩行者流動

City Data-Spa

取込データ(City Probe)

蓄積データ
-交通ネットワーク
-公共交通情報
-施設/建物データ…

取込

入力

City Scope

Sim結果の可視化
-MS導入シナリオ比較
-イベントシナリオ比較

計画検討・見直し

■ 公共交通施策
(鉄道・バス存廃路線等検討、コロナ
禍影響等への支援策検討など）

■ 交通基盤の運用
(渋滞対策、中心市街地自動車流入
制限、駐車場配置適正化など)

■ 街路計画
(街路空間再配分など)

■ 自転車施策
(自転車ネットワーク計画、シェアサイク
ル導入など)

■ 防災・避難計画
(避難所計画、防災タイムライン管理
など)

■ 歩いて暮らせるまちづくり
(環境負荷低減や市民の健康増進に
資する施策検討など)

■ 観光施策
(観光型MaaS導入検討など）

将
来
的
な
活
用
イ
メ
ー
ジ

今年度改良・拡張今年度取得データにより次年度以降構築

アクティビティとモビリティの相互影響が評価可能なシミュレーション

アクティビティとモビリティの
相互関係を考慮 都市圏と都市内の

流動の関係を考慮

アクティビティとモビリティの相互影響

が評価可能なシミュレーション

⇒さまざまな施策への活用展開が可能．

（まずは，次世代モビリティサービス）



実証実験の実施：都市回遊型社会実験(urban design week. )
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松山スマートシティ推進コンソーシアム

●フィールド実証 ＷＧ

・車両運行実験

・行動実態調査

・フィールド実証の評価

● City Ride ＷＧ

・入力データ整備

・次世代モビリティサービス案検討

・課題抽出

(

進
捗
確
認･

情
報
共
有)

◎スマートシティ全体会議

松山市、復建調査設計、日立製作所、
日産自動車、日立東大ラボ、 UDCM

urban design week. 
（連携）

（実証結果の活用）

アーバンデザイン・
スマートシティスクール松山

道後

松山駅

花園町

まちなか

モビリティ

2021
アクティビティ

2022
プログラム

歴史

地域
デザイン

モビリティ
行動分析

実証実験の実施：検討体制

松山スマートシティプロジェクトのフィールド実証とアーバンデザイン・スマートシ
ティスクールが連携した都市回遊型社会実験 (urban design week. )
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フィールド実証WG：車両運行実験
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アーバンデザイン・スマートシティスクール松山2022：プログラム
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【受講生】 計18名

▶︎3グループ（歴史班、地域デザイン班、モビリティ班）でプログラム検討を実施

UDCMがこれまで行ってきた「公共空間利活用」と「スマートシティ」

に関する取り組みを掛け合わせ、スクール形式の市民参加型事業を実施。

学生（10）：愛媛大,松山大,東京大

県庁・市役所（5）：広島県,愛媛県,松山市

一般社会人（3）

スクールのレクチャーの様子

YouTubeライブ配信の開催告知

レクチャートーク計4回、進捗報告会を3回実施

❶『八戸市美術館』

➤開館記念『ギフト、ギフト、（八戸を代表する祭り「八戸三社大祭」を出発点に、
アートを通して“ギフト”の精神を見つめる展覧会とプロジェクト）』について

❷『地域デザインの実践と理論』

➤優れたデザインを選ぶときの視点や、デザインと人、デザインと社会をつなぐデ
ザインハブ（GOOD DESIGN Marunouchi）の運営などについて

❸『松山のミュージアムを識る』

➤デザインという言葉をキーに松山のそれぞれのミュージアムのコンセプトと運営
や企画展の作り込み方などについてお話しいただき、その内容を踏まえた、まちづ
くりとの連携の余地について

❹『スマートシティ』
➤事例として，交通や防災に焦点をあてた豊洲での先進的な取り組みや松山をはじ
め，現場でのデータ取得・収集の実践について



アーバンデザイン・スマートシティスクール松山2022：プログラム
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フィールド実証WG：行動実態調査（プローブパーソン調査）
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【目的】

urban design week.中の人の移動活動実態を把握し，モビリ
ティの評価と交通行動モデルのパラメータ推定などに用いる．
【調査期間】

urban design week.の期間（10/14～10/30の17日間）
【最終モニター数】

108名
【モニター募集の方法】
•特設サイトやUDCM関連のホームページ、SNSでの募集
•楽天インサイトでのモニター募集

【謝礼】
QUOカード 4,000円分

【参加条件】
次の1～3をすべて満たすこと

1. 15歳以上
2. GPS機能のあるスマートフォン（iPhone(iOS11.0以降)またはAndroid(6.0以降)）をお持ちの方で、
調査用アプリ「PP（プローブパーソン）」をダウンロードできる方

3. 期間中に「urban design week.」に参加していただける方
※期間中に松山市中心部で開催される「urban design week.」のプログラム
や、その他「道後オンセナート」「堀之内マルシェ」「まつやま花園日曜市」な
どの各種活動に１回以上参加いただける方。

【GPS取得方法】
スマートフォンアプリ 『PP（プローブパーソン）』

【取得情報】
移動目的、移動手段、位置座標



City Ride WG：入力データ整備

交通ネットワークデータ 3D都市モデル建物データ 13



City Ride WG：入力データ整備

Node
(Station)

Start
Node
(walk)

Zone
Zone

出発時刻
TimeSectionList
10:25(Train_XX)
10:37(Train_XY)

End
Node
(walk)

Link
(StationGate)

Link
(WN-S)

Node
(RouteStation)

Node
(RouteStation)

Link
(S-WN)

Link
(StationGate)

Route

Route

Route

Node
(Station)

Node
(Station)

Link
(RS-RS)

Link
(S-RS)

Link
(RS-S)

Link
(S-S)

Node
(Station)

Node
(RouteStation)

Route

始発駅

終着駅

Time

Node
(RouteStation)

Node
(RouteStation)

Link
(RS-RS)

Train xx Train xy Train xz

種類  ファイル名 内容 

交通ネッ

トワーク 

Nodeデータ CarNodes.csv 自動車用 

WalkNodes.csv 歩行者用 

BicycleNodes.csv 自転車用 

RailNodes.csv 鉄道用 

PublicTransitNodes.csv 公共交通の経路選択用 

Linkデータ CarLinks.csv 自動車用 

WalkLinks.csv 歩行者用 

BicycleLinks.csv 自転車用 

RailLinks.csv 鉄道用 

PublicTransitLinks.csv 公共交通の経路選択用 

NmLinks.csv 次世代モビリティ用 

StationGates.csv 歩行者と駅を接続するリンク 

Connectivity 

データ 

RoadLaneConnectivity.csv 車線の接続関係 

RailLaneConnectivity.csv 線路の接続関係 

信号データ Signal.csv 信号の設置位置，信号現示 

公共交通 駅 Stations.csv 鉄道駅，バス停，モビリティの乗降用 

路線駅 RouteStations.csv 路線別の Station 

経路 RouteLinks.csv 路線別の道路及び鉄道 Link 

車両 Trains.csv 鉄道やバスのサイズ 

時刻表 Timetable.csv 路線駅間の出発時刻 

次世代モ

ビリティ 

車両 NmSupply.csv Mobilityの初期位置，サイズ，営業時間 

待機場 TrainYard.csv 待機場所の位置やサイズ 

需要 Trips.csv 時間帯別の出発地から到着地への移動 

パラメー

タ 

経路選択 rcParam.csv 交通手段別の DRLモデルパラメータ 

車両挙動 vbParam.csv 車種別の加減速モデルパラメータ 
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City Ride WG：入力データ整備

ノード
• リンクの起終点

• ノード番号
• 座標情報

リンク
• ノードを結ぶ線

• リンク番号
• 長さ
• 容量（単位時間に流せ

る交通量）
• 詳細な座標
• 料金
• 車線数
• 制限速度
• 自由流速度

ノード

リンク

施設
• 施設番号
• 座標情報
• 施設種類
• 魅力度（床面積・売上・・・）

施設

Link

Lane

１
１
2
32

１
１
2
32

Link

Lane １
2
32

１
2
3

※自動車の場合（右折レーン）

１

Lane Connectivity

※自動車の場合（バス停）
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City Ride WG：事例①次世代モビリティサービス検討
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交通手段別の人や車両の移動状況次世代モビリティの運行路線と乗降場所

次世代モビリティ(City Ride)：都市データセンシングと交通シミュレーションに基
づいた次世代モビリティサービスの運行計画案の検討

・バスタの整備や次世代モビリティの待機場や停留所の設置位置，運行シナリオによ
る周辺道路の混雑状況に及ぼす影響や交通サービスへの影響評価が可能に．



City Ride WG：事例①次世代モビリティサービス検討
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待機場となるJR松山駅周辺で渋滞が発生．中心部まで渋滞が延伸する可能性も．

JR松山駅を待機場とした次世代モビリティ車両の動き

現況再現 自動運転

自動車乗車時間(hr) 1854.5 2301.1

公共交通乗車時間(hr) 3171.4 3856.9

公共交通待ち時間(hr) 3288.1 3636.4

自転車移動時間(hr) 1023.6 899.9

徒歩移動時間(hr) 3953.3 3683.1

新モビリティ乗車時間(hr) - 1460.6

新モビリティ待ち時間(hr) - 741.0

新モビリティ稼働時間(hr) - 5191.5

自動車利用者（台） 7,151 6,412

公共交通乗車人数 11,562 12,174

自転車移動人数 4,816 4,094

徒歩移動人数 8,028 7,669

新モビリティ乗車人数 - 2,620

自動車平均速度(km/h) 19.9 14.4

渋滞区間延長(km)

※5㎞/h未満のリンク長合計
20.2 30.8

新モビリティ待ち時間(min/人) - 17.0

公共交通待ち時間(min/人) 17.1 17.9

次世代モビリティ



City Ride WG：事例②道後回遊（上人坂の空間再生）
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上人坂の空間再生によ
り、
• 認知度向上
• イベント等での出店
が起きたとすると…

⋯ 滞在場所集合

累積リンク交通量の変化（人）人の分布の時間変化

道後周辺の歩行者回遊sim



City Ride WG：事例③都市防災（City Safe）

19

三津浜/宮前地区でのワークショップ風景

• 三津浜/宮前地区を対象に、高潮や内水での氾濫と避難行動を時系列に分析できる
シミュレーションモデルを構築し、３D都市モデルを用いて、その可視化を実施し
た。（UDCMは主に自動車による避難行動Simを担当）

• 地元住民とのワークショップで活用し、防災ツールとしての導入や展開について検
証を実施している。

三津地区を対象とした高潮・河川氾濫解析と避難行動シミュレーションとWebGLを用いた結果の可視化

3D都市モデルを活用した避難行動Simの可視化



データ活用に向けた課題
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テーマ①：データを利活用したサービス展開について
・何を目的としたサービスなのか
・誰が取得したデータなのか

テーマ②：官民連携でデータ活用の取組を行うことの課題や工夫
・契約
・事業者

-課題探しをする
-入手したデータからできるサービス

・自治体
-委託事業者を探し
-自治体の課題解決 or 公的データの活用
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